
         自分で考え、判断し、行動する力  校長  渡邊 俊一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養護教諭   

コロナ禍での残暑の中、学校では、引き続き感染症と熱中症予防対策に取り組んでまいります。コロナ対策

としては、手洗い、換気、マスク着用を基盤とし、三密を避けながら子供たちが活動できるように、今後も対

策を話し合いながら教育活動を進めてまいります。また、熱中症も命に関わる危険があるため、熱中症への対

応も必須です。暑さ指数(ＷＢＧＴ)の確認、こまめな水分補給、休息、状況によってはマスクを外させるなど

の対応をしていきます。御家庭では、毎朝検温し、健康観察表、マスク、タオル、水筒を持たせる等してくだ

さい。子供たち一人一人の健康を守るため、2 学期も御協力をいただきますようお願いいたします。 

教育目標  粘り強く考える子   仲良くする子   元気に活動する子 
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夏休みを終え、学校に活気が戻りました。子供た

ちが元気に登校する姿を見て、ほっとしています。

同時に、当たり前のことですが、2学期も「安全・

安心」な学校生活を保持するという責任に気を引き

締めています。 

春先からの新型コロナウイルス感染症の拡大、梅

雨の豪雨による災害など、いずれも人間の小さな力

では何ともしがたいところがあります。過去にも幾

多となく、病魔の流行や大きな災害に見舞われてき

ました。しかし、それでも人は前進してきました。

小さな力しかもたない人間が前に進んでこられたの

は、一人の力の小ささを自覚し、みんなで力を合わ

せることができたからです。御家庭とともに、学校

は、全力で子供たちを守ります。そのため、中止に

せざるを得ない行事や活動が多くありますが、少し

でも子供たちに達成感や満足感を味わわせるために

日々の学習や可能な活動に力を入れていきます。 

困難な状況下では、マイナス面ばかりに目が向き、

耐える力や我慢することばかり取りざたされがちで

すが、こんな時だからこそ前向きに、よく考え、し

っかりと行動することが大事だと思います。受け身

ではなく、自分から進んで可能性に挑戦していくた

めに、子供たちに身に付けさせたい力が、「自分で考

え、判断し、行動する力」です。自分で考えて答え

を出すことは、判断力を高めます。そして、その答

えを基に行動するのですから、責任は自分にありま

す。うまくいかないことを人のせいにできなくなり 

ます。つまり、自分の人生においては、主体が自分

であることを強く意識するようになっていくので

す。これが「主体性」です。 

しかし、ある日突然「主体性」は身に付くという

ものではありません。幼児のころから自己の行動を

通して、体得していくものです。「主体性」を身に

付けていく過程で重要なのが、教えられたことや決

められたことに基づき、自ら進んで実行したり、実

践したりすることができる力です。いわゆる「自主

性」です。例えば、「挨拶をする」といった行動規

範が示されたとします。自主性がある人は、これを

誰に言われずとも率先して実行、実践します。 

それを、「主体性」に発展させるためには、何故

それをする必要があるのか、その目的は何なのか、

まで考えさせる必要があります。先の例でいうと、

主体性がある人は「挨拶をしましょう」と言われた

ときに、「なぜ挨拶をしなければいけないのか」を

考えます。そして、その必要性や効力について十分

に考え、理解を深め、判断し、行動の裏付けをした

うえで実践していきます。つまり、自分で考え判断

するということは、ゆるぎない行動や挑戦の根拠と

なるのです。 

いかなる状況にあっても、「自分で考え、判断し、

行動する力」を育みながら、様々なことに「対処」

させ、「挑戦」させることを通して、子供たちの更な

る成長を促していきます。皆様の御支援と御協力を

お願いいたします。 

HP  http://www.nishitokyo. 

ed.jp/e-shibakubo/ 

コロナ感染症と熱中症予防対策について 

http://www.nishitokyo/


 

 

 

 ８月の行事予定 

９月の行事予定 

≪２学期の行事予定等の変更について≫  

【中止】  

運動会  学芸会  移動教室(６年生) バスで行く社会科見学 (３～６年生) 

 

【振替休業日】  

   運動会と学芸会の振替休業日なし (10 月５日、11 月 16 日は授業日) 

 

【土曜授業日】(８回実施、午前授業で１２：００下校   

9 月１９日、１０月  ３日、１０月３１日、１１月１４日、１１月２１日  

１月  ９日、１月２３日、２月１３日  

体育学習発表会  

・１０月３日(土)に実施予定  ※雨天は 10 月 5 日(月)に延期  

・内容は「表現運動」  

・学年ごとに時間を設定  

・参観は学年の保護者に限定、各家庭２名までで、入れ替え制  

学習発表  

    ・１０月３１日～２月１３日の土曜授業の中で、各学年１回ずつ実施   

・各学年の発表日と内容は、計画・調整中  

・参観は学年の保護者に限定、各家庭２名までで、入れ替え制  

 

日 曜 行事予定

24 月 始業式（放送）　避難訓練（１年は引き渡し訓練）

25 火 給食開始　安全指導

26 水
27 木
28 金
29 土
30 日
31 月 教育実習始

日 曜 行事予定 月 曜 行事予定

1 火 16 水
2 水 17 木
3 木 18 金 内科検診３年

4 金 19 土 土曜授業　教育実習終

5 土 20 日
6 日 21 月 敬老の日

7 月 委員会活動③ 22 火 秋分の日

8 火 23 水 全学年５時間授業

9 水 24 木
10 木 眼科検診全学年 25 金 内科検診２年　

11 金 内科検診５年  　尿検査全学年　　 26 土
12 土 27 日
13 日 28 月
14 月 クラブ活動② 29 火 内科検診１年

15 火 内科検診４年 30 水 全学年５時間授業

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

８・９月の生活目標  じょうぶな体を作ろう   健やか支援部 

新学期になりました。夏休み明けのため、生活リズムを整えて健康に過ごせるように、御家

庭でも御協力をお願いします。 

８・９月は、残暑や季節の移り変わりもあり、体調管理が重要な時なので、暑さや病気に負

けない、じょうぶな体作りを目指していきます。そのためには、適度な運動をして体力を上げ

ておくことが必要です。また、体を動かすために必要なエネルギーを、バランスのよい食事か

ら摂取することも大切です。朝から元気に一日を始められるように、早めの就寝を心掛けて、

しっかりと疲れを取れるようにさせてください。 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のために水泳指導や１学期の業間体育などの運

動ができませんでしたが、体育の授業で体つくり運動を充実させてきました。2 学期は、10

月の体育学習発表会に向けて、各学年表現運動に取り組みます。休み時間や体育の時間によく

体を動かして、じょうぶな体を作っていくように指導してまいります。 

体育学習発表会    

 新型コロナウィルス感染拡大防止に伴い、三密を避ける観点から、今年度は、１０月３日(土)

に体育学習発表会を行います。例年のように、全学年が校庭に集まって競技や演技を行うこと

はせず、学年で時間を区切り、表現運動のみを校庭にて行います。当日は午前授業時程で、通

常登校、通常下校で、お弁当は必要ありません。体育着は学校で着替えます。御参観は学年の

保護者２名までに限定をさせていただきます。なお、雨天により延期となった場合は、当日の

朝に一斉メール配信でお知らせし、10月 5 日(月)に延期とする予定です。 

このような社会環境の中でも、子供たちが仲間と協力しながら、芝久保小学校の一員として

成長している姿を、ぜひ温かく見守っていただければと思います。 

 
       体罰防止宣言        経営支援部 

 

7月に、芝久保小学校の「STOP 体罰 NO暴言」について、教職員一人一人が体罰・暴言

防止に向けた対応を考える研修を行いました。そして、対応の内容を集約して、本校の宣言を

決定しました。 

子供は大人の思い通りに行動するとは限りませんし、家 

庭でも学校でも叱ったり注意したりすることはあります。 

しかし、感情的になって叩いたり傷つける言葉を言った 

りすることは、体罰や暴言にあたります。このようなこと 

が絶対に無いよう、教職員が『心に余裕をもって行動する』 

ことや、『一人で抱え込まず、チームで取り組む』ことを、 

再確認し合いました。この意識を日々確認できるように、 

各教室など校内に、体罰防止宣言を掲示しました。 

学校にいらした際に、御覧ください。 

 

 


